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Selected Papers,

非コードRNA、脂質、腫瘍微小環境という視点から、本邦において研究推進が望まれるEpstein-barr virus 
(EBV)関連リンパ腫を中心とした造血悪性疾患の治療開発を目指した研究と、ウィルス癌という偏った状況
において見出される新しいサイエンスの構築を目指した研究を両輪として推進している。また、EBVで得た
知見を他のウィルス疾患に応用する目的で開始したB型肝炎ウィルス(HBV)肝炎研究によって、肝疾患、腸
疾患、サイトカインシンドロームへと広がり、東海大内の共同研究も、従来の血液腫瘍内科・病理診断科に
加え、消化器内科、呼吸器内科と医学部、工学部にも拡大している。

2022年度は、研究者冥利に尽きる研究成果とその発展に恵まれた。客員研究員亀田と助教宮竹、博士課
程大学院生柳谷は、EBV関連リンパ腫の一つで希少疾患の劇症型NK白血病のモデルマウスを作成し、詳
細な解析を行ったところ、腫瘍増殖の場が従来考えられてきた骨髄ではなく、肝臓、それも特殊な血管であ
る類洞であることを明らかにし、さらに、所内特別研究員中川の指導のもとインターラクトーム解析を行い
、治療標的として、トランスフェリン-トランスフェリン受容体が極めて有望であることを示し、血液学分野の
トップジャーナルBLOODに論文が受理された。さらに昨年本研究成果によって採択されたAMED希少疾
病用医薬品指定前実用化支援事業の総額2.5億円の支援のもと、劇症型NK細胞白血病に対する臨床試験
が計画され、血液腫瘍内科教授、そして、総合医学研究所の安藤　潔所長の尽力によってPMDAから承認
を受けて治験届けが提出され、2023年4月から治験が開始されることになった。

第一に、2023年4月から開始される上記治験において、治験調整医師を務める広島大学安藤教授と、緊
密な連携を図り治験の成功のためのサポートを行いたい。また、ここ数年飛躍的に上昇している基礎
研究活動についても、維持発展に努めたい。
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先端医療科学 助教図 1 ANKL の腫瘍増殖の場は肝臓、それも特殊血管の類洞であり、 
トランスフェリンートランスフェリン受容体が治療標的となる。 
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